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令和５年度第３回横浜市学校規模適正化等検討委員会 会議録 

日 時 令和６年３月 27 日（水）14 時 00 分～15 時 30 分 

開 催 場 所 横浜花咲ビル ２階 205 研修室 

出 席 者 

（ 1 2 名 ） 

北神委員長、平井副委員長、倉斗委員、松原委員、福永委員、細田委員、東委員、 

倉根委員、大塩委員、室伏委員、川畑臨時委員、中山臨時委員 

欠 席 者 

（ ０ 名 ） 

 

開 催 形 態 公開（傍聴者０人） 

議 事 １ 委員長・副委員長の選出について 
２ 部会からの報告３件 

決 定 事 項 １ 「東戸塚小学校過大規模校対策検討部会」の意見書のとおり横浜市学校規模適正

化等検討委員会として教育委員会へ答申することを決定した。 

議 事 

 

１ 委員長・副委員長の選出について 

 

（事務局） 

始めに、委員長、副委員長の選出を行います。推薦等、ある方はお願いいたします。 

 

（大塩委員） 

委員長に北神委員を推薦します。お名前は私も存じており、学校経営、教育行政学

が御専門で、学校規模の適正化にも非常に詳しい方です。研究を通して、前委員長の

小松委員長とも関わりが深い方と聞いております。これまで、他の自治体でも学校規

模適正化にかかる豊富な経験がございますので、ぜひ、そのような知見で当委員会を

リードしていただければと思っています。 

また、副委員長については、平井委員を推薦します。当委員会における委員の経験

が一番長く、当委員会における議論を熟知されている方だと思います。また、学校統

合などを伴う案件が多く、子どもたちをはじめ、心理面でのサポートが重要だと思い

ますので、引き続き専門的な知見から我々の議論を力強くサポートいただける方だと

思っています。 

 

（事務局） 

ただいま、委員長に北神委員、副委員長に平井委員とのことで大塩委員から御推薦い

ただきましたが、皆様いかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

（事務局） 

それでは、北神委員を委員長、平井委員を副委員長として決定いたします。 

 

２ 部会からの報告 

  東戸塚小学校過大規模対策検討部会における検討状況について 

 

（事務局から資料に沿って説明） 
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（北神委員長） 

 それでは、川畑部会長、中山副部会長から、検討部会の状況について報告をお願い

いたします。 

 

（川畑部会長） 

 東戸塚小学校は昭和 26 年創立で、70 周年を迎えました。この地域は戸塚駅から非

常に近いため利便性が高く、また子育て世代も非常に多い地域でございます。また、

マンション等の開発が進んでいて、ますます児童数が増えている状況です。検討部会

では、最終的には様々な面でメリットを感じられるということで、分校設置案の方向

で意見がまとまりました。すんなりと意見がまとまったわけではありませんが、議論

の中で多くの意見が出まして、非常に有意義な検討部会になったと感じています。今

後については、老朽化している校舎の建替えを含め、よりよい学校になればと思って

います。 

 

（中山副部会長） 

検討部会での議論の当初は単独整備案が中心的でしたが、子どもたちのことを第一

で考え、より良い教育環境で学んでほしいということを突き詰めて議論を深めまし

た。結果として、最終的には全会一致で分校設置案が望ましい、という意見でまとま

りました。今回の検討部会を契機に学校との連携・協力を一層推進していきたいと思

います。当面は過大規模の状態が続きますが教育委員会にはぜひ強力なサポートをお

願いしたいと思います。御審議のほどをよろしくお願いします。 

 

（北神委員長） 

事務局からの御説明と川畑部会長、中山副部会長から御報告いただいた内容につい

て、御質問や御意見等はありますか。 

 

（倉斗委員） 

資料 1-2 の「５ 分校の学年分け」について、敷地内に分校を建てるということな

のですが、本校の方が１～３年生、新しく建てる分校の方に 4～６年生と学年ごとに

分けた理由というのは、どういう理由だったのでしょうか。 

 

（事務局） 

その点については様々な議論をしてきました。学校現場の指導を担当する学校教育

企画部からは、事前のヒアリングで、どこの学年で分けても高学年と低学年の異学年

交流はそれなりに一体感をもってできるが、高学年になると、特別教室を使用する機

会が多くなる点や机の大きさが変わる点などから、低学年、高学年をそれぞれ同じ棟

に集めた方が施設面で使いやすいのではないか、といった意見がありました。改めて

部会でも検討した結果、低学年と高学年に分けるといった意見でまとまりました。 

 

（倉斗委員） 

低学年棟と高学年棟に分けるような形になると思うのですが、それが分校にあたる

のでしょうか。 
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（事務局） 

一般的な分校は、本校と離れたところにつくっていると思います。鶴見区にある市

場小学校では少し離れたところに分校を設置して、学年別の分校となっています。そ

れと同様に、検討部会ニュース第２号の２ページ目にありますように、東戸塚小学校

では同一敷地で、一部、共用できるような施設は設けますが、基本的には本校と分校

で施設としては分離して整備する、というようなことを考えています。 

 

（倉斗委員） 

海外ですと、スクールズ・ウィズイン・スクールと言って、規模の大きな学校の中

を、特別教室等の共用部分は共有して、二つのパートに分けて敷地内に建てるような

やり方があります。その場合、各棟に１～６年がそれぞれまとまっているようなやり

方ですので、将来的にはそういう運用をすることも考えられますね。 

あと１つ意見ですが、ここ１・２年、プロポーザルや入札をやっても工事業者が見

つからないということが、都内をはじめ、かなりの頻度で起こっています。その点、

情報収集や情報共有をしていかれることをお勧めします。 

 

（北神委員長） 

先ほど、分校の件で学年別分校について、部会の方でも御意見があったようですが、

川畑部会長、何かございますか。 

 

（川畑部会長） 

部会の分校の議論の中で、年代が進むと変わってくる部分があり、将来的には区切

りを変えざるを得ないことがあるかもしれない、という意見もありました。しかし、

現状をふまえると、分校とするにはどこかで分けなくてはならないという状況であ

り、議論の中で、１年生から３年生、４年生から６年生で分けた次第です。 

 

（北神委員長） 

その他、委員の方から御質問や御意見があればお願いします。 

 

（細田委員） 

分校の話は分かりました。心配なのは４年生から６年生が分校だと、児童たちは、

分校の小学校を卒業という形になるのでしょうか。 

 

（事務局） 

今、御質問いただいたような卒業証書の取扱いについては検討部会でも御質問をい

ただきました。市場小学校の事例も確認しており、卒業証書については東戸塚小学校

の卒業という形で卒業証書を出す整理をしております。 

 

（細田委員） 

もう一点、質問ですが、建替えの場合、建物の配置についてこれから議論されると

思うのですが、小学校・中学校のグラウンドは大体南側を向いていて、校舎が北側に

ありますが、その点は考慮するのですか。 
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（川畑部会長） 

その意見は最初からありました。北側をグラウンドにしてしまうと非常に寒く、夏

は湿気が強いです。部会としては、今と同じように、校舎は北側のまま、南側をグラ

ウンドにして欲しいです。工夫していただきたいと考えています。 

 

（細田委員） 

栄区の本郷中学校は老朽化が進み、建替えの時期になっています。教育委員会の出

してきた案は、現在の校舎をそのままにして、南側に本校舎を建てた後に現在の校舎

を取り壊し、グラウンドにするという話でした。住民は反対しています。また、校舎

の位置が反対になってしまうと、騒音問題等の弊害が出てくる懸念がありますのでよ

く検討してもらいたいです。 

 

（川畑部会長） 

 東戸塚小学校も同じ状況でした。東戸塚小学校のグラウンドは横浜市内の他の小学

校の２倍くらいあります。そこに建てれば、確かに費用も安くて簡単に早くできるで

しょう。ただし、グラウンドが全て潰れてしまいます。 

 

（事務局） 

地域でいろいろな意見があることは承知しております。みなさまと議論させていた

だき、できることはやっていきますが、校舎の建替えには工事期間、費用、陽当たり

など、様々な要素があります。その点を踏まえ、簡単には決められない問題もありま

すので、より良い方向で丁寧にやっていきたいと考えています。 

 

（倉斗委員） 

今、お話しがありました、グラウンドを南側にするというのは、昔から定石でした

が、昨今はかなり事情が変わってきています。近隣問題もありますが、とりわけ夏の

暑さが問題になっています。暑い期間が長くなっていて、逆に日陰がないことで、学

校現場が困っている状況もあります。雪国ですとなかなか雪が溶けないという問題も

ありますが、関東では北側にグラウンドを置くことを積極的に行っている自治体も出

てきています。 

それから、教室に関しても、冬場に太陽高度が低くなるので、南側の教室だと教室

の半分くらいまで直射日光が入ってきてしまいます。かつては暖かくて良かったので

すが、今はほとんどの授業が ICT を使用する時代です。タブレットを使ったり、大

きなモニターを使うときに、明るすぎて授業が成立しないということが頻繁に起こっ

ていて、カーテンを全部閉めて授業しないといけない、ということもでてきています。

昔から、方位は南向きに、というのはありましたが、ここ 10 年くらいでその辺は状

況や敷地、授業のやり方に応じて、かなり柔軟になってきています。こういうものだ、

と決めてかかると、今はプレハブを建てるのもすごく高額になっているので、費用も

かさみますので、現実的な落としどころを意見交換の場で話し合っていくのが良いと

思いました。 
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（北神委員長） 

多面的、多角的に検討いただいて、第１は子どもたちの教育環境の整備として何が

必要なのか、そこにもろもろの現代的な課題を取り入れて、より良い学校の施設にな

るよう、とりまとめをお願いしたいです。 

その他、意見書への御意見等はよろしいでしょうか。 

それでは、本検討委員会における審議の結果として、部会でとりまとめていただき

ました資料 1-2 にあります意見書をもって、本検討委員会の結論として、東戸塚小学

校の過大規模校対策検討部会に関する意見書のとおり、教育委員会へ答申するという

ことでよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

（北神委員長） 

では、令和４年 1 月 28 日付で諮問がありました本件については、資料 1-2 の意見

書の通り答申することを決定したいと思います。ありがとうございました。それでは

教育委員会への答申書の提出については事務局の方でよろしくお願いします。 

東戸塚小学校の過大規模校対策検討部会については、以上になります。 

 

（部会長、副部会長退出） 

 

２ 部会からの報告 

「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等検討部会におけ 

る検討状況について 

 

（事務局から資料に沿って説明） 

 

（北神委員長） 

なかなか条件が厳しく、不確定要素を含んでいますので、検討部会も議論を進める

のが大変かと思います。事務局の方でしっかりとシミュレーションした材料を提示

し、検討部会で方向性が打ち出せるようにしていただきたいと思います。 

 

 

２ 部会からの報告 

「日限山小学校・南舞岡小学校」通学区域と学校規模適正化等検討部会におけ 

る検討状況について 

 

（事務局から資料に沿って説明） 

 

（倉斗委員） 

３月 14 日の請願が出たのは、どういった理由だったのですか。 
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（事務局） 

最初に保護者向けの説明会を小学校の体育館で実施したのですが、それと同じよう

に、誰でも来られて、みんなで意見が言える、そういう説明会を開催し、それまで部

会を一時中断してもらいたい、ということと、部会の構成委員に南舞岡小学校をなく

さないでほしいという意見を持った人がいないのではないかと考え、委員の再選考を

求める要望になっています。 

 

（倉斗委員） 

先ほどの部会についてもそうなのですが、検討部会の方にとって、かなり難しい判

断になると思います。統合が必要な状況や背景があまり部会委員に伝わっていないと

いう印象があります。 

 

（事務局） 

第４回の部会の時に、適正化していくためには統合が必要ではないかと事務局から

提案させていただき、それ以降は、統合についてどう考えるかという議論になってお

り、現在は規模適正化が必要だという方向性になっています。小規模校化している両

校をなくすわけではなく新しい学校をつくっていくという考え方にもなってきてい

るので、その考え方を基に、今後検討が進むと思っています。 

 

（倉斗委員） 

請願書を出した方は、それに関してはどう思われているのでしょうか。 

 

（事務局） 

請願を出した方は、南舞岡小学校がその場所にあることが大事という考え方なの

で、私どもとしては、みなさんに御議論いただいた規模適正化の方針をもとに、規模

適正化の必要性をしっかり説明していくしかないと思っています。 

 

（倉斗委員） 

それもそうなのですが、学校がそこにあるべきだとおっしゃる理由を丁寧に聞いて

いくことが大切だと思います。 

 

（事務局） 

学校が地域のコミュニティの中心になっていることや、学校側の努力部分はあるの

ですが、小規模校だから人数が少なく丁寧に見ていただいているところが良い、とお

っしゃっている保護者の方はいます。 

 

（北神委員長） 

地域があっての学校ですので、丁寧にお願いします。自分の考え方がバックボーン

にあり、それぞれの思いがあると思います。小規模校は丁寧な少人数指導ができると

おっしゃっている点は、指導の在り方の問題なので、適正規模でも個に応じた指導に

よって、一人ひとりに応じた指導ができます。確かに小規模校のメリットもあるので

すが、メリットは適正規模になっても継承できるし、むしろ適正規模になった時に、
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デメリットが解消できるというプラスの部分があるということを、しっかり御説明い

ただきたいと思います。100 パーセント納得いただくのは難しいのかもしれません

が、検討部会での合意形成は出来るのではないかと思います。事務局の方で、つくっ

ていただいた３つの方向性でほぼ固まってきているとのことなので、それを説明会の

時に御説明いただいて、地域や保護者の方に丁寧にやり取りをしていただきたい。出

てきた意見を整理し、こちらの委員会の方にも投げていただければ、委員の方からま

た御意見を貰えると思うので、そのように進めていただけたらと思います。 

 

（平井副委員長） 

以前にも統合に強い反対があったけれど、結果的に部会で統合が決まったケースが

あると思いますが、その時の子どもたちの意見やアンケートが報告できると、反対の

方たちも、そういうこともあるのだ、と少しは思ってくださるのではないでしょうか。

そのような資料を用意し、丁寧に説明できれば良いと思いました。 

 

資 料 

・ 

特 記 事 項 

【資料】 

・「次第」 

・「委員名簿」 

・「座席表」 

・東戸塚小学校過大規模対策検討部会における検討状況について（報告） 

・東戸塚小学校過大規模校対策に関する意見書 

・学校規模適正化等について（答申）＜案＞ 

・東戸塚小学校過大規模校対策検討部会ニュース 第１号 

・東戸塚小学校過大規模校対策検討部会ニュース 第２号 

・東戸塚小学校過大規模校対策検討部会ニュース 第３号 

・「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等検討部会における検

討状況について（報告） 

・第５回部会資料（抜粋） 

・「日限山小学校・南舞岡小学校」通学区域と学校規模適正化等検討部会における検

討状況について（報告） 

・「日限山小学校・南舞岡小学校」通学区域と学校規模適正化等検討部会ニュース 第

６号 

・「日限山小学校・南舞岡小学校」通学区域と学校規模適正化等検討部会ニュース 第

７号 

・横浜市立瀬谷中学校移転に関する説明会開催のお知らせ 

 

【特記事項】 

なし 

 

 


